
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和４年度学校評価 結果

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマ
イプランの成果指標を達成した教師を８
５％以上とする。

・教科部会や学年部会において、教職
員間でマイプランを共有するとともに、校
内研修等により取組の促進を図る。 Ａ

・「達成」が60.7％、「概ね達成」が39.3％となっ
ており、マイプランの達成を意識した取り組み
ができている。校内研修等を通じて「達成」と
答える割合を高めたい。

Ａ

・「達成」が55.6％、「概ね達成」が40.7％となってお
り、学力向上を意識し、指導方法の改善を行うこと
ができている。また、県学力状況調査の分析を通
して、更なる改善に繋げたい。

Ａ

・校長のリーダーシップのもと、「意欲的に教育課題解
決に取り組んでいる」教職員が96％超ということが、学
校の取り組み状況のすばらしさの証であると思う。
・全職員による共通理解と実践にマイプラン達成を意識
した取組の促進できたことは適切である。

指導教諭
力久

○『学び合い』の考え方を軸とした授業
の実施

〇県学習状況調査等において、正答率
６０％以上、無回答ゼロの生徒を８０％
以上とする。

・全教科で、『学び合い』の考え方を軸とし
た授業を実施する。
・他教科や他クラスの良い面を取り入れ、
活用するために合同授業を実施する。

Ａ
・『学び合い』の考え方を軸とした授業を学校訪
問で全教職員が実践した。また、学年の代表の
授業研究会を行うことができた。今後も、各教
科の授業で継続して取り組んでいきたい。

Ａ
・正答率60％以上は、1年、2年の全教科において達成
することができなかった。無回答ゼロの生徒80％以上
は1・2年の全教科において達成できた。調査結果を各
教科で分析し、生徒の強みと弱みを確認して指導法改
善に生かしていきたい。

Ａ

・『学び合い』の考え方を軸とした授業や授業研究会を実施す
ることはとても良い取り組みであり、自己評価も適切である。
・生徒へのアンケートにおいて、「授業が分かる」の項目で、３
割の生徒が否定的な結果が出ているので、今後も個別での
援助指導も続けてもらいたい。

吉岡
力久

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○道徳に関するアンケートにおいて肯定
的な回答をした児童生徒を８５％以上と
する。

・人権講演会（人権集会）や道徳に関す
るアンケートの実施する。
・道徳科の授業づくりに関する校内研修
等の実施する。

Ｂ
・道徳に関するアンケートにおいて、肯定的な回答
をした生徒は95.0％であるが、実践できていないと
答えた生徒が5%いた。今後は、道徳的実践力を意
識した授業を進めていきたい。

Ａ
・道徳に関するアンケートにおいて肯定的な回答をした
生徒は80.2％であった。また、教職員については96.3％
となっており、各学年の道徳教育担当を中心に全職員
で道徳教育の取り組みが行われている。

Ａ
・『学び合い』を通じ、子供たちが生き生きと活動されて
いることは評価できる。心の教育における倫理観、正義
感などについては、その性質上、評価はあいまいなも
のとならざるを得ないため、目標とするか疑問を有す。

田中祥
陣川

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

○いじめ防止等（いじめの定義、いじめ
の防止等のための取組、事案対処等）
について組織的対応ができていると回
答した教員を８５％以上とする。

・いじめの認知・覚知に対する対応マ
ニュアルを作成・見直しを行う。
・いじめの対応についての研修・会議を
年間に5回以上行う。

Ｂ

・いじめ防止等について組織的対応ができている
と回答した教員が96.4％であったが、あまりあては
まらないと答えた職員が3.6％だった。今後も、学
年や各担当との連携を意識し、職員間での共有と
複数人での対応を行っていきたい。

Ａ

・いじめ防止等について組織的対応が概ねできている
と回答した教職員が100％であった。昨年よりいじめ発
生件数は多いが、組織で対応することができた。教育
相談やアンケートを活用し、生徒に寄り添い、相談しや
すい環境を作っていきたい。また、道徳の授業を継続
的に行い、道徳的心情を育んでいきたい。

Ａ

・いじめの早期発見、早期対応体制に向けた組織対応は適切
で、先生方のきめ細かい配慮により、生徒1人ひとりにあった
対応が出来ていた。
・LGBTQ+や発達障害など多様な方々への配慮など、インク
ルーシブ教育が、社会的に求められている。そのためのトイレ
などハード面の対応と人権問題などについて教育活動をさら
に充実させることを望む。

山口
吉武
山下
立切

○不登校の未然防止・早期発見・早期
対応に向けた組織対応

○月別報告書において、全校の不登校
生徒の割合を３％以下とする。（前年度
４．９％）

・定期的な教育相談アンケートやＱＵア
ンケート等を活用する。
・専門性をもつ外部人材を活用した職員
研修や生徒講話などを実施する。
・ＳＣやＳＳＷ、サポート相談員や関係機
関、地域との連携を強める。

Ｂ

・9月末までの不登校による累積欠席日数が30日
以上の生徒は14名で、割合は2.6％である。しか
し、7月末は23名だった30日未満の生徒が、9月末
には30名に増えている。気になる生徒に対して、
SCやSSW、サポート相談員との連携を密にして、
個別に対応していきたい。

Ｂ

・12月末までの不登校による累積欠席日数が30日以上の生
徒は26人で、割合は4.9％である。また、教職員未然防止や改
善に向けた取り組みにおける肯定的な回答は88.8％にとど
まっている。SC、SSW、サポート相談員、関係機関との連携を
深めて、全職員で取り組んでいきたい。心理教育やQ-Uの活
用など未然防止に対する取り組みや校内研修をより一層強
化して、未然防止に取り組んでいきたい。

Ｂ

・不登校の未然防止・早期発見・早期対応に向けた組
織対応について、先生方のきめ細かい配慮により、生
徒1人ひとりにあった対応が出来ていたと思う。しかし、
劇的に改善することは見込まれにくく、今後も地道な取
り組みが必要と思われる。
・不登校生徒への対応について、その原因などを探り
課題解決に向け、より配慮していければと思う。

加茂
高島
小西

●望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成

●「健康に食事は大切である」と考える
児童生徒８０％以上
○朝食をとって登校する児童生徒８５％
以上

・生活状況調査、食に関する意識調査
の実施
・保健だよりの発行
・生徒会を中心とした健康づくり、体力づ
くりへの取組みの活性化を図る。

Ａ

・アンケートの結果、朝食を摂って登校する生徒は
83％である。目標の85％にほぼ近づいた。「朝食
は食事は大切である」と思っている生徒は目標の
80％を上回った。今後は、どちらの数値も90％を
目指し、自分で食習慣を整えていくよう取り組んで
いきたい。

Ａ

・家庭科の授業の前に全学級朝食の喫食率を教
科員が調査している。100%になるクラスもある。平
均的には８５％くらいが現状である。家庭の環境と
密接に関係していく事なので生徒の「食べなくては
ならない。」という意識を大切にして取り組んでい
きたい。

Ａ

・生活状況や食に関する意識調査及び保健だより
など組織的な働きかけも適切である。
・「健康」に食事は大切であると思っている生徒が
8割を超えていることはとても良いことだと思いま
す。残り2割の生徒への配慮ある指導を望む。

吉冨
横尾

○「安全に関する資質・能力の育成」 ○児童生徒の交通事故を０（ゼロ）にす
る。

・交通安全教室の実施と自転車点検を
保護者と連携して充実させる。 Ｂ

１年生向けに、交通安全教室を実施し、交通安全に対
する意識の向上を図った。自転車の事故が数件起こっ
たため、今後も継続して注意喚起を行っていく。 Ｂ

・命に係わるような大きな事故はなかったが、歩行者や
車との接触事故や、並進などによる地域住民からの意
見もあった。来年度以降も継続して、交通事故ゼロを目
指し、取り組みを強化していく。

Ｂ
・生徒会を中心とした健康づくり、体力づくりの取組の
活性化や保護者と連携した自転車点検など、生徒自身
や家庭での自主的な変革を促す取組として適切であ
る。今後も丁寧な取り組みをお願いしたい。

教頭
立切

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。
・月間平均時間外勤務時間数を月４５時
間以下とする。

・成績２期制の実施による、成績処理業務・
通知表作成業務の縮減を図る。
・校時限を変更し、会議開始時間を早める。
・部活動時間の短縮を図る。 Ａ

・4月から9月までの月間平均時間外勤務時間
数は月33.1時間であった。昨年度同時期より、3
ポイント下回っている。後期は入試業務等があ
るため、業務の効率化により一層取り組んでい
きたい。

Ａ

・月間平均時間外勤務時間数が、年度当初の4月は、
50時間を超えていたが、12月には、30時間を下回って
いる。業務の平準化や会議の精選、部活動時間の短
縮を図る取組を行ったことで効果があがっている。今後
は、定時退勤日を設定するなどし、取り組みをより一層
強化していきたい。

Ａ

・長時間労働の是正について、適切な対応がされ
ており、時間外勤務時間の削減など着実に進んで
いる。自己評価も妥当。
・しかし、内容とのバランスが満足する域までにな
るにはまだまだ難しい課題である。

教頭
主幹教諭
指導教諭

〇文書処理の校務サーバーの利活用 〇校務サーバーを使った文書データの
やり取り、保存、整理をすることができた
と答える職員を８５％以上とする。

・職員間の文書データのやり取り、保
存、整理を校務サーバーを通して行う。

Ａ

・「達成」が78.6％、「概ね達成」が21.4％となってい
る。校務サーバを活用して、データのやり取りや保
存を全職員が行うことができている。今後も個人
情報などのやり取りを慎重に行っていく。

Ａ

・校務サーバーを使った文書データのやり取り、保存、
整理をすることができたと答えた職員が96％で、昨年
度と同等であった。しかし、「よくあてはまる」と回答した
割合が63％にとどまっているので、校内研修を充実さ
せるなどして、さらなる周知に取り組んでいきたい。

Ａ

・「校務サーバーを使った文書データのやり取り等」の「よくあ
てはまる」をさらに高めることは、学校現場では喫緊の課題と
思われますので、「校内研修の充実」等に期待します。
・社会が「ＤＸ化」の中、個人の時間確保のための効率化を図
る動きが学校現場にも浸透していくことを願う。

教頭
松原

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○開かれた学校づくり

◎地域を愛し、地域に愛される生徒の
育成
・城南中学校運営協議会，城南豊夢学
園運営協議会の活性化
・家庭や地域との連携，小中連携の取
組の深まり

◎地域のニーズや要望をしっかりと踏ま
え，地域と共生，協働をめざす。
・学校行事、学年行事などへの保護者
の参加率を６０％以上とする。

・CS協議内容を十分に検討し，豊夢学
園のプロジェクトを推進し小中連携の充
実を図る。
・学校行事の日程や内容を不断に見直
し，保護者の「見てみたい」「参加した
い」という意識の高揚につなげる。

Ａ

・三校合同研や部会をコロナ対策で少人数の部会
型式で行うことで有意義な意見交流ができた。さら
に連携を深めたい。
・行事への保護者参加は体育大会160名(94.7%)、
授業参観193名(36.1%)、フリー参観295名(55.2%)
で、生徒のボランティア活動参加も生徒会から呼
びかけを行ったことで、参加数が増えている。さら
に広報に努めたい。

Ａ

・小中連携を推進と答えた教職員が77%、保護
者75%で、地域行事に参加しようと思っている
生徒は50%であった。文化発表会・合唱コン
クールへの保護者参加は132名であった。
・昨年に引き続きコロナ過の影響はあったが、
豊夢学園行事として、クリーン大作戦やドリー
ムスクールⅡを実施することができた。

Ａ

・コロナ禍の中、学校運営としてできることを配慮し、学校や地
域の行事、クリーン大作戦、ドリームスクールを実施できたこ
とは、その都度、充分に考慮されたからだと思われ、改善方
策が適切だった。
・地域行事は中止や規模縮小は相次いだが、地域へのボラン
ティア参加は増えており、地域における評価も高い。
・ｺﾐｭﾆﾃｨｽｸｰﾙの認知度が保護者については７割を超えてい
るものの、生徒が５割を切り、高めることが望まれる。
・中学校区の２小学校やＰＴＡ・地域・外部機関等と連携・協力
した取り組み等も改善方策に組み込んではどうかと思う。

教頭
主幹
指導教諭

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・本年度は、「不登校対策」において、成果指標（数値目標）を達成することができなかった。その他の項目については、「ほぼ達成できた」「概ね達成できた」と評価でき、全体として良好な教育活動が展開できたと考える。
・「不登校対策」では、学校が安心できる場であると生徒が感じられるよう、登校できていない生徒への支援を充実させることで少しずつ好ましい方向へと導くことと、未然防止と早期発見に努めることが大切と考える。しかし、生徒本人の学習や人間関係の問題だけでなく、家庭的
な問題等、多岐にわたる要因があり、対応が難しい面がある。また、担任だけでなく全職員の共通理解を深めていくことが課題である。
・前年と同様、コロナの影響で学校運営協議会の部会における活動が、制限された事が残念であった。また、生徒達における「コミュニティ・スクール」としての認知が低いことが課題である。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

「学力向上」「不登校対策」において、成果指標（数値目標）を達成することができなかったが、その他の項目については、「ほぼ達成できた」「概ね達成できた」と評価でき、全体として良好な教育活動が展開できたと考える。

「学力向上」：県学習状況調査の結果だけにとらわれず、普段の学習状況での評価と指導の一体化を図り、生徒の強みと弱みを確認して指導法改善に生かしていきたい。また、校内研究のねらいを明確化し、『学び合い』の考えを取り入れた授業内容の工夫改善を図ることで、学力向上に生かせるような取組としたい。

「不登校対策」：学校が安心できる場であると生徒が感じられるよう、まず、生徒の自己肯定感、自己有用感を向上させるため、開発的生徒指導を進めていきたい。また、学校行事等において生徒のコミュニケーション能力の育成を図り、良好な人間関係を構築させることで不登校の減少につなげたい。

２　学校教育目標
城南中生徒としての誇りをもち、たくましく生きる生徒の育成

～「城南魂をもち主体的に学び、人の気持ちのわかる人」の育成を目指して

３　本年度の重点目標

・主体的な学習者を育む学習指導方法として、『学び合い』の考え方を軸とした授業の実現を図る。

・不登校を減らすためのに生徒指導の三機能を基盤にした開発的生徒指導の充実を図る。

・学校教育力向上を目的とした、地域との連携（城南中学校運営協議会，城南豊夢学園運営協議会）の活性化を図る。

学校名 佐賀市立城南中学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

●健康・体つくり


